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自己紹介

佐々木寛 1966年（昭和41年）香川県生まれ。埼玉県（和光市）育ち。

● 政治学者・平和研究者

● 新潟に住んで22年。

● 実際の政治にもちょっと関わる。

● 市民によるエネルギー会社も経営。
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「政治」について話す前に――最初の問い

みなさんがこの世界からなくしたいものは何ですか？

（5つ挙げてください）

その中であなたに関係あるものはどれですか？
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「政治」の前に――私の場合

素朴な違和感、息苦しさーー“時間割”と“試験”

素朴な怒り——世界で戦争につかうお金の大きさ

と飢えで死んでいく子どもたち
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中学生時代にあこがれた人
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E＝MC²



大学時代 平和研究（Peace Studies）との出会い
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高畠通敏先生

高柳先男先生

ヨハン・ガルトゥング 先生



構造的暴力を越える道

現代の世界



“ジハード” ｖｓ. “マックワールド”
(“Ｊｉｈａｄ”) （“Mac World”）

グローバル化(Globalization)

政治的公共性の弱体化
(weakening the political commonality)



分断される世界――排他的アイデンティティ（“Jihad”）

「政治」へのあきらめと無力化。
原子化された不安な個人がつくりだす、「承認への欲求」
と「ポピュリズム」。 cf.芥川龍之介 『蜘蛛の糸』の世界。

「全体主義」の起源 ハンナ・アーレント



エーリッヒ・フロムの考え
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『自由からの逃走』 1941年

●現代人は、根源的な孤独感と無力感に
とらわれている。

●資本主義は＜愛＞をはじめとする人間
の精神そのものも商品化する。

●自分や他者を単に平板な商品として手
段化する大衆は、真の自由を恐れ、権威
主義と全体主義の社会をつくりだす。



民主主義の危機（The Crisis of Democracy）
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グローバリズム（globalism）
新自由主義（neo-liberalism）



【戦争の衝撃】ロシアプーチン政権のウクライナ軍事侵攻と原発への攻撃（2022.3.3.）
Ukraine Control Map continuously updated by people at Project Owl OSINT  2022.3.4.



2021年自民党の総裁選劇場ですでに垣間見られた「戦争国家」への道
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●高市： 新憲法制定 敵基地攻撃

●岸田： 敵基地攻撃

●河野： サイバー戦、宣伝戦、ハイブリッド戦
集団的自衛権の行使

日米安保の強化と中国敵視政策は共通。

政治の劣化。小粒な、戦争を知らない世代。



活気づく国内タカ派、ファシズム政党

原発再稼動やむなし。
（２月28日）

戦略核の運用部隊に
「特別警戒」を命じた。

（2月27日）

自国で武力を持つなら
最終兵器が必要にな
る。（2月29日）

核シェアリング！
（２月27日＠テレビ）

改憲して「武力行使」明
記すべき。

（３月２日）

核保有＋改憲（緊急事態条項）



立憲主義・平和主義の破壊
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2021年度防衛費は、５兆３４２２億円。７年連続で過去最大を更新。
2022年以降は５年以内で約11兆円（GDP比２％、世界第三位）へ。

台中紛争への参加を約束。
言われるがままの兵器爆買い。

沖縄への米軍基地負担の押し付けと民意
の黙殺。➡「土地利用規制法」



2021年 衆議院選挙の結果（争点にはならなかった憲法）

16読売新聞オンラインより。（https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20211103-OYT1I50034/）

自民、公明両党と憲法改正に
前向きな日本維新の会、国民
民主党などの改憲勢力は衆院
選で３５２議席となり、衆院の４
分の３を占めた。

岸田政権の意欲。

「党是である憲法改正に向け、精力的に
取り組む」

（11月１日）

※宏池会出身だからこそできる、という論
理。

https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20211103-OYT1I50034/
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★さらに、人類が免疫を持たな
い未知のウイルスの出現。

ex.気温上昇が進むシベリアの

永久凍土では、フランス国立科
学研究所などのチームが約3万

年前の地層から新種の「モリウ
イルス」を発見。
12時間で1000倍に増殖。



● 一人あたりGDP（2020年） ２３位。長期低落。

● 一人あたり労働生産性（2020年） OECD３７か国中２６位。

● 平均年収（購買力平価ベース 2019年） ２４位。（cf. 韓国１９位）

● 相対的貧困率 日米欧主要7カ国中、米国に次いで２番目に高い比率。

● GDP比で世界一の借金大国（1300兆円。GDP比237％）。

● 競争力６３カ国中３４位。過去最低。（スイスIMD世界競争力ランキング2019）。
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危機としての日本 経済の劣化 失われた３０年

しかし、依然として追求するのは、
オリンピック、万博、カジノ、リニアモーターカー、高速道路、原発というオヤジたちの夢。



“Fake Politics”（ポスト真実の政治） 例：“粉飾国家” 日本

● 厚生労働省の「毎月勤労統計」不正調査問題

総務省は、政府が56ある基幹統計が適正に調査されているか
を点検・発表したが、56中22の基幹統計に問題があることを明
らかにした。

● 安倍政権における“粉飾”の常態化

（cf. 政治における「嘘」の問題）

イラク自衛隊日報隠蔽、財務省の森友公文書改ざん、障がい
者雇用の水増し、法務省の技能実習生資料改ざん…。
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● 国家そのもののメルトダウン
統計（statistics） の語源は、国家（state）。

＋ 「SNSは情報の喫煙」 「ポスト真実の温床」 【マルクス・ガブリエル】



東日本大震災（2011年３月11日） 「第二の敗戦」
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あれから11年。いったい何が変わったのか…。



甦る、戦時中の「日本精神」――“脅威”は内側に。

21

「無責任の体系」
丸山眞男

＋ 「非科学性」 「非道義性」
矢内原忠雄

東電刑事裁判、新型コロナウイルス対策、イージス艦…



オヤジ臭い日本社会

22※ このオヤジ中心社会こそ、日本の危機の元凶！



危機としての日本 教育の失敗と若者の絶望
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内閣府調査 2014年



しかし…。

●危機（Crisis）を危機（Crisis）として正しく認識で
きれば、それはチャンスとなる。

●守られるべきは、「現実主義（realism）」である
ということ。

●覚醒の契機としての、「文明災」。
（「チェルノブイリ以前」と「チェルノブイリ以後」）

（「フクシマ以前」と「フクシマ以後」）
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新型コロナ危機がもたらしたもの
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①Life（生命）における平等と連帯
②Colonialism（植民地主義）の見直し



構造的暴力を越える道

We can do it !

「政治は生活」という視点。
－－「政治」はつくるもの。



安保法制強行採決（2015年９月１７日）
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市民連合＠新潟 設立 １２月



市民連合記者会見（70団体 175名の賛同）2016年1月18日
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「新潟の奇跡」のはじまり――2016年2月19日
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政策協定
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2016年4月27日（出馬会見）
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参院選の勝利。（2279票差）
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2016年新潟県知事選
「市民連合」から「新しいリーダーを誕生させる会」へ
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驚くほどの街頭の反応（特に女性）

34



権力にすり寄る政治ではなく、県民に寄り添う知事を！
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“世代間デモクラシー”
の訴え



約6万票の差をつけて勝利。
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これまでのことはコレに書いてあります。

37

“〈凡人のオプティミズム〉と

〈方法的な模索〉”

（高畠通敏）



2017年衆議院選挙 市民＋オール野党（10月7日＠長岡）
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2017年10月10日 西村ちなみ候補 第一声
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どの候補も「希望の党」からは出馬せず。
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４勝２敗！

１区 ２区 ３区 ４区

3度目の勝利。



米山知事辞任――驚くほど準備が早かった相手陣営
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●市民による政治家監視の限界

●政治的決断の困難

●国家権力の影



『週刊 金曜日』（2019年5月17日号）の取材。
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数々起こる不思議な出来事…。



市民による大街宣
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野党党首勢揃い
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45546670票509568票

2018年県知事選挙 ⇒ 敗北（37,102票差）。



「争点隠し」と「抱き着き」戦略
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6月10日投票日当日の新聞広告 ⇒



相手候補の徹底した組織選挙と広報戦略
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安中聡候補 45628票

1951年生まれ（67歳）。東京都知事選挙の

石原慎太郎、舛添要一、神奈川県知事選挙
の黒岩祐治、千葉県知事選挙の森田健作、
新潟県知事選挙の泉田裕彦、山口県知事
選挙の山本繁太郎、沖縄県知事選挙の仲
井眞弘多他、数多くの首長、衆参国会議員
等のプランナーを務め、勝率は9割という。

原発廃止！！



けれども残った原発検証委員会
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統一地方選 「バランスのとれた県議会を実現する県民の会」
（2019年1月23日）
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2019年参院選 市民と野党統一候補 うち越さくらさん出馬会見
（2019年5月11日）
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翌日の『新潟日報』ーー連合新潟の事務局長も…。
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当選！（521717 対 479050 投票率55.31％）
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市民連合 よろこびのあいさつ
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いつもの全野党候補参加による政策協定 2021年10月１日＠長岡



2021年 衆院選新潟選挙区――市民と野党の共闘（新潟モデル）の勝利。
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４勝２敗。あえて空気を読まない新潟。

１区 4区 5区 6区

国政選挙、 野党共闘4連勝。

惜敗。 ２区 ３区

返り咲き

立憲民主党幹事長へ
立憲民主党
新潟県連代表へ



しかし…、2022年 新潟県知事選（投開票日 5月29日）完敗。

現職：花角英世 知事 2期目
203,845票 vs. 703,694票

V.S.

自民
公明
連合新潟
農協
医師会

立正佼成会
…

余裕。



2022年 参院選に向けた市民と野党統一の政策協定 6月21日
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市民政治塾 2018 —— やっぱり学び。

●自分たちの経験の整理。

●本当に民主主義を成熟させるものは、市民による“学び”。
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構造的暴力を越える道

We can do it !

「エネルギー・デモクラシー」という視点
－－民主主義の下部構造を創りあげる。



“エネルギー・デモクラシー”とは何か

60

民主主義の深化

↓ ↑

エネルギーの民主化



エネルギー

産業

国際関係

ライフスタイル

教育・文化

労働・雇用

政治

エネルギーを変えると社会が変わる



構造的暴力を越える道

国家中心主義（中央集権）の限界：

軍事力重視の安全保障政策と
原子力重視のエネルギー政策

生活・生命の安全保障
“安全”も“エネルギー”も＜自治＞の時代へ



「中央集権・地域分断型社会」

「地域分散・ネットワーク型社会」

（自治）

“脱原発型社会”へ向かって



2018年 沖縄県知事選挙 玉城デ二―さん勝利の意味
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自立・共生・多様性

「国家安全保障」は何を守るのか？――「おまかせ安全保障」？

※「万国津梁会議」の可能性。
知事公舎にて。



『地方自治体の安全保障』という視点
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●「国家安全保障」
VS.「民衆の安全保障」

●沖縄米軍基地問題と新潟の
原発問題をつなぐ視点



原発は本当は地域に富をもたらさない。
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●原発の経済効果は根拠
の乏しい「神話」にすぎない

●明治時代から新潟県（や
福島県）が首都圏の電源
地として位置づけられて
いった経緯の中で「神話」
が形成された



コミュニティ・パワーの挑戦
――おらってにいがた市民エネルギー協議会（2014年）――



SECTION NAME

@iidatetsunari

Niceko

Aizu

Soma

Yamagata

Setagaya

Chofu

Saitama

IIDA city

Toyama

Odawara

Bizen

Shizuoka

Nagano

Takarazuka

Obama

Kyotango

Takayama

Yamaguchi

Kumamoto

Minami-Soma

Hiroshima

Obihiro

Akita

Ogata

Iitate

Niigata

Shimokawa250
community 

powers

Oratte



例： デンマークのエネルギー供給の変化
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１９９０年代（大規模火力発電） ⇒ 現在 （風力とコジェネ）
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行政との協力① 新潟市とのパートナーシップ協定調印式

2015年8月18日協定締結
「持続可能な低炭素まちづくり推進のためのパートナーシップ協定」

【新潟日報】
2015.8.19 朝
刊
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行政との協力② 村上市とのパートナーシップ協定調印式

2018年3月23日協定締結
「持続可能な低炭素まちづくり推進のためのパートナーシップ協定」

【新潟日報】
2015.8.19 朝
刊



世界幸福度ナンバーワンの国 デンマークに学ぶ 新潟の新しい社会



風力 cf. 日本の巨大洋上風力をめぐる問題
“ゾーニング”と民主主義

デンマーク サムソ島



地域熱供給事業と民主主義 デンマーク オールボー



ソーラーシェアリング（営農型ソーラー）
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日本

ドイツ



ビルで美しく発電——コペンハーゲンインターナショナルスクール
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＜自治＞による新しい街づくり ドイツ フライブルク



ビル・ナッシー
『エネルギーを解放する』（2021年）





新潟にしかん地域循環共生圏協議会の設立
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デンマークに学ぶ新しい社会
（高度な教育に支えられた脱原発型市民社会）
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高度な教育

先端農業

強固な市民社会と
コミュニティ形成力

付加価値の高
い地域の先端
産業

バイオエネルギー

風力

地域の熱事業



生きる上で必要な5つの要素をできるかぎり地域で自立させる。
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エネルギー 食／農

自治

教育 ケア
（医療・福祉）

安全



地域と地域をつなげる――「水俣・熊本未来基金（つんなう基金）」の試み
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「水俣薄原太陽光発電所」（全国ご当地エネルギー
協会）と、熊本地震の復興支援として立ち上がった
太陽光発電所「グリーン未来ソーラー」（グリーン・市
民電力）の売電収益の一部を活用して、未来世代を
育てていく。

https://minamata-fund.org/

もともと電力事業会社だったチッソ。

公害を前提とする近代文明の矛盾を克服する「新し
い文明」は、新しいエネルギーが創りだすということ。

※私は、「基金助成委員会副委員長」。



東アジア 自然エネルギー共同体
（East Asian Renewable Energy Community）の構想
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背景と理由

●東アジアは、核兵器と原発が密集した「核地域」であるということ。
●未だ権威主義的な要素が強い政府から構成されているということ。
●したがって、エネルギーの民主化と自治の促進は依然として体制自身のさらなる民主化
の契機になりうるということ。
●また、政府間の交渉による平和構築には限界があるということ。
●市民社会の国境をこえた協力関係によって「コスモポリタンな民主主義」の可能性を切り
拓くということ。
●ヨーロッパ統合の出発点も、エネルギー協力＝ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体（ECSC）で
あったということ。



直接的暴力を越える道

We can do it !

日常から平和を創る
－－ファシリテーションと非暴力トレーニング



旧ユーゴ紛争 1990 S



旧ユーゴ紛争（civil war）の構図



立ち上がった女性たち



非暴力トレーニング

（Non-Violence Training）
日常から平和をつくりだす。

「文明」とは、何よりもまず、暴力によらない社会。

「教育」による社会改造。



国際交流ファシリテーター事業
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2005年より実施。＠新潟国際情報大学。
真に子どもたちが主権者となる相互学習のスキル。

cf. パウロ・フレイレ



最後の問いーー〈自分〉からはじめる。

みなさんがこの世界からなくしたいものは何ですか？

（5つ挙げてください）

その中であなたに関係あるものはどれですか？
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最後に。「私たち民衆は負けない」ということについて。

日本国憲法第９７条

この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年に
わたる自由獲得の努力の成果であつて、これらの権利は、過去
幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことので
きない永久の権利として信託されたものである。
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構造的暴力を越える道

ご清聴ありがとうございました。


